
基調講演

「生物多様性からの地域の社会課題へのアプローチ
～自然環境を活かした地域づくりに求められる
人材・ネットワーク～」

高川晋一氏（日本自然保護協会）

環境保全活動の推進に当たっ
ては、市民、事業者、市民団
体、地方公共団体、国など、
あらゆる主体が連携・協力し
て、活動を促進する上で必要
な人材、資源、資金等を最大
限有効に活用するためのネッ
トワークを整備していくこと
が重要です。
このフォーラムでは、自然資
源を活かした地域づくりへの
関わり方や長野県内で取り組
まれた市民団体と企業の連携
による保全活動事例を学ぶと
ともに、企業・団体等の交流
を通じ、様々な主体の協働に
よる環境保全活動を発展させ
る機会とします。

事例報告

市民団体と企業の連携による保全活動報告など
西田貴明氏（三菱UFJリサーチ&コンサルティング）
須賀 丈氏（長野県環境保全研究所）
小林正征氏（ミヤマ株式会社広報室）
眞々部貴之氏（楽天株式会社CSR部）
神谷一成氏（長野県自然保護課）

13：15ー14：00

14：15ー15：30

交流会 15：40ー16：30

企業・団体交流，支援要望等の相談コーナー

第 2回きず な フ ォ ー ラ ム

事前申込必要
先着100名
2/6まで

2017年

2月11日(土) 13:00－16:30（開場12：30）

塩尻総合文化センター 講堂
〒399-0738 長野県塩尻市大門７番町4-3 TEL 0263-54-1253
塩尻ICから 車で約７分、 ＪＲ塩尻駅から徒歩で約７分

主催：信州生物多様性ネット きずな ・ 長野県
協力：三菱UFJリサーチ&コンサルティング，楽天株式会社，ミヤマ株式会社，日本自然保護協会，ミヤマシジミ研究会，

辰野いきものネットワーク，オオルリシジミ保護対策会議，NPO法人生物多様性研究所あーすわーむ，帝京科学大学



環境保全活動の課題～人材・資金・ネットワーク～

日時：2017年2月11日（土）
13：00－16：30

会場：塩尻総合文化センター 講堂
（入場無料、要申込み）

以下【個人情報の取り扱いについて】にご同意頂いた上で、ご記入ください。 【個人情報の取り扱いについて】 1. 申込書にご記入いただいた個人情報は、本フォーラムの主催団体の参加者名簿として共有さ
せていただき、本フォーラムのご連絡及び今後のイベント等のご案内を目的として利用させて頂きます。 3. お預かりした個人情報は、法令等に基づく場合を除き、ご本人の同意なく第三者には提供いたしません。
4. お預かりした個人情報の開示、訂正、利用停止、利用目的通知のご請求、または個人情報に関する苦情の申し出等、その他問い合わせにつきまして、上記お問い合わせ先までご連絡ください。

所属の団体名等
（個人は記載不要）

ご連絡先

〒

参加者区分（○印で選んでください） 市民団体 ・ 企業 ・ 学校 ・ 行政 ・ その他（ ）

ＴＥＬ ＦＡＸ Ｅ-mail

参加申し込み ２月６日（月） 17：00まで．
先着100名とさせていただきます。

TEL 026-235-7178（直通） FAX 026-235-7498

長野県庁 自然保護課 担当：神谷・畑中 Ｅ-mail： shizenhogo@pref.nagano.lg.jp

申込者
お名前 名

お申込フォーム

申込
人数

メールまたはFAXで下記まで
申し込みください

申
込
・
問
合
せ

プログラム

12：30 開場・受付
13：00 開会・挨拶 中村寛志（信州生物多様性ネットきずな会長）

宮原 登（長野県自然保護課長）
13：15 基調講演

「生物多様性からの地域の社会課題へのアプローチ
～自然環境を活かした地域づくりに求められる人材・ネットワーク～」

高川晋一氏（日本自然保護協会）
14：00 休憩
14：15 事例報告（市民団体と企業の連携による保全活動報告など）

「企業の生物多様性を巡る最新の状況と地域連携への期待」
西田貴明氏（三菱UFJリサーチ&コンサルティング）

「低成長時代の自然環境の保全 －長野県の場合－ 」 須賀 丈氏（長野県環境保全研究所）
「ミヤマが守るミヤマシジミ －名前が繋いだ保護活動－」小林正征氏（ミヤマ株式会社広報室）
「イヌワシ保全、みんなでやっています」 眞々部貴之氏（楽天株式会社CSR部）
「長野県における保全活動の支援と進め方」 神谷一成氏（長野県自然保護課）

15：40 交流会と保全活動個別相談会
＊ 企業・団体交流コーナー
＊ 支援要望の相談コーナー（自然保護課，環境保全研究所，きずな）

16：30 閉会
総合司会：江田慧子（帝京科学大学専任講師、信州生物多様性ネットきずな事務局長）


